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パ
ワ
ハ
ラ
の
疑
惑
に
つ
い
て

は
昨
年
10
月
末
、
学
内
で
訴
え

が
上
が
り
、
総
長
選
考
会
議
の

も
と
に
第
三
者
で
構
成
さ
れ
る

調
査
委
員
会
を
11
月
ご
ろ
に
設

置
。
同
会
議
で
審
議
を
行
っ
て

い
た
。

　

調
査
委
に
よ
る
調
査
で
は
、

大
声
で
の
叱
責
（
し
っ
せ
き
）

や
机
を
何
度
も
叩
く
な
ど
の
名

和
総
長
の
行
為
が
認
め
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。

　

一
方
で
名
和
総
長
は
調
査
の

内
容
や
総
長
選
考
会
議
で
の
審

議
の
手
続
き
に
対
し
異
議
を
唱

え
た
。
７
月
８
日
、
同
会
議
が

パ
ワ
ハ
ラ
を
認
め
た
と
の
報
道

を
受
け
、
代
理
人
弁
護
士
を
通

じ
て
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
、「
業

務
上
必
要
な
注
意
や
叱
責
を
越

え
て
相
手
の
人
格
を
否
定
す
る

よ
う
な
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
と

評
価
さ
れ
る
行
為
に
及
ん
だ
事

実
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
反
論
。

ま
た
、
調
査
委
が
名
和
総
長
へ

の
聞
き
取
り
調
査
を
し
な
か
っ

            

た
ほ
か
、
同
会
議
が
証
拠
の
閲

覧
を
代
理
人
弁
護
士
に
対
し
大

幅
に
制
限
し
た
な
ど
と
も
主
張

し
た
。

　

名
和
総
長
の
コ
メ
ン
ト
が
発

表
さ
れ
た
２
日
後
の
７
月
10
日
、

総
長
選
考
会
議
は
「
総
長
た
る

に
適
し
な
い
」
と
、
文
科
相
に

名
和
総
長
の
解
任
申
し
出
を
書

面
で
行
っ
た
。

　　　

国
立
大
学
法
人
法
で
は
、
学

長
（
総
長
）
の
解
任
は
学
長
選

考
会
議
の
申
し
出
を
受
け
た
文

科
相
が
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
２
０
０
４
年
に
国
立
大

学
が
法
人
化
さ
れ
て
以
降
、
解

任
の
例
は
な
い
。

　

解
任
の
是
非
の
判
断
を
め
ぐ

る
文
科
省
で
の
審
議
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、
同
省
の
担
当
者

は
「
人
事
の
案
件
な
の
で
お
答

え
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、

「
国
立
大
学
法
人
法
や
行
政
手
続

法
に
則
っ
て
適
切
に
対
応
す

る
」
と
話
し
て
い
る
。
実
際
に

解
任
を
行
う
と
判
断
し
た
場
合

は
行
政
手
続
法
に
よ
り
、
当
事

者
の
意
見
陳
述
の
機
会
と
し
て

聴
聞
の
過
程
を
経
る
。
同
担
当

者
に
よ
る
と
「（
聴
聞
で
判
断

が
）
変
わ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で

は
な
い
」
と
い
う
。

　　

名
和
総
長
は
昨
年
12
月
10
日

か
ら
体
調
不
良
に
よ
る
入
院
の

た
め
休
職
中
。
卒
業
式
や
入
学

式
、
協
定
締
結
式
な
ど
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
で
は
総
長
職
務
代

理
で
あ
る
笠
原
正
典
理
事
・
副

学
長
が
挨
拶
な
ど
を
代
わ
り
に

務
め
て
き
た
。
名
和
総
長
の
コ

メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
２
月
に
退

院
し
復
職
を
申
し
出
た
が
、
本

学
役
員
会
に
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

総
長
の
不
在
期
間
は
８
月
10

日
で
８
カ
月
を
超
え
た
。
総
長

の
こ
れ
ほ
ど
の
長
期
不
在
は
前

例
が
な
い
と
い
う
。
本
学
広
報

課
は
「
業
務
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
職
務
代
理
を
立
て
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま

た
同
課
の
担
当
者
は
「
し
か
る

べ
き
時
に
今
回
の
件
に
つ
い
て

公
表
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　

名
和
総
長
は
本
学
の
第
19
代

総
長
。
民
間
企
業
勤
務
や
本
学

大
学
院
工
学
研
究
院
長
・
工
学

院
長
・
工
学
部
長
な
ど
を
経
て

17
年
４
月
に
就
任
し
た
。
任
期

は
23
年
３
月
ま
で
。

ア
モ
ウ
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
出
身

の
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ュ
ク
・
イ

フ
ェ
ア
ニ
ー
さ
ん
（
水
産
科
学

院
修
士
２
年
）
ら
４
人
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
。
同
チ
ー
ム
は
ア

フ
リ
カ
に
お
け
る
若
者
の
失
業

問
題
と
食
糧
問
題
の
解
決
に
向

け
、
ア
フ
リ
カ
原
産
の
淡
水
魚

テ
ィ
ラ
ピ
ア
の
養
殖
ビ
ジ
ネ
ス

を
提
案
し
た
。
必
要
な
電
力
を

太
陽
光
で
自
給
で
き
る
持
ち
運

び
可
能
な
独
自
の
水
槽
を
開
発

し
、
魚
の
エ
サ
に
は
従
来
の
魚

粉
で
は
な
く
昆
虫
を
活
用
。
魚

に
は
本
学
が
開
発
し
た
「
パ

ワ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ

る
技
術
を
用
い
、
成
長
の
速
い

オ
ス
の
み
を
効
率
よ
く
養
殖
可

能
に
す
る
モ
デ
ル
を
示
し
た
。

事
業
化
後
10
年
で
１
万
６
０
０

０
人
超
の
若
者
の
雇
用
創
出
を

目
指
す
計
画
だ
。

　

同
チ
ー
ム
は
学
内
大
会
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
選
考
を
突
破
し

て
出
場
し
た
お
よ
そ
50
チ
ー
ム

を
押
さ
え
、
日
本
勢
初
と
な
る

地
域
予
選
優
勝
を
果
た
す
と
と

も
に
、
英
国
で
の
ア
ク
セ
ラ

レ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
選
抜
さ
れ
た
６
チ
ー
ム
が

本
選
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
。

　

学
内
大
会
関
係
者
を
は
じ
め

と
し
て
、
学
生
や
教
職
員
を
含

め
た
各
方
面
か
ら
の
支
援
が
ア

ク
ア
モ
ウ
の
活
躍
を
支
え
た
。

学
生
ら
で
組
織
さ
れ
る
本
学
ハ

ル
ト
プ
ラ
イ
ズ
運
営
委
員
会
で

は
地
域
予
選
に
出
場
す
る
本
学

学
生
チ
ー
ム
を
対
象
に
、
企
業

経
営
者
ら
を
講
師
に
招
い
た

「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
実
施
。
先
に
地
域
予

選
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
と
ア
ク

ア
モ
ウ
と
の
情
報
交
換
の
場
を

設
け
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
た
。
人
材
育
成
本
部
な
ど

本
学
の
関
係
組
織
で
は
学
内
運

営
委
員
会
へ
の
人
的
・
経
済
的

支
援
に
加
え
、
地
域
予
選
後
も

卒
業
生
へ
の
支
援
呼
び
か
け
や

英
国
渡
航
前
の
壮
行
会
の
開
催

な
ど
で
同
チ
ー
ム
の
快
挙
を
盛

り
上
げ
た
。

　

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
に
先
立
ち
、
英
国
へ
の

渡
航
費
用
な
ど
を
賄
う
た
め
実

施
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
、
目
標
額
を
上

回
る
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
個
別
記
事
ペ
ー
ジ
に
関
連
記

事
）

名
和
総
長
の
解
任
申
し
出

　

北大の「今」を発信中！
ウェブサイト
（THE MAINSTREET）

Twitter
（@HokudaiShinBun）

　

本
学
の
総
長
選
考
会
議
（※

）
は
７
月
10
日
、職
員
に
対
し
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
を
行
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
同
会

議
で
審
議
し
て
い
た
名
和
豊
春
総
長
の
解
任
を
文
部
科
学
相
に
申
し

出
た
。
解
任
の
是
非
は
文
科
相
が
最
終
的
に
判
断
す
る
仕
組
み
だ
が

27
日
現
在
、
い
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。
名
和
総
長
は
昨
年
12
月

か
ら
体
調
不
良
に
よ
り
休
職
中
で
、
総
長
の
不
在
期
間
は
８
カ
月
を

超
え
た
。

国立大学法人法に基づき総長の選

考などを行う学内組織。学外の有

識者５人と、学内のメンバー５人

の計 10 人で構成される。議長は石

山喬・日本軽金属ホールディング

ス非常勤顧問

「
学
生
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」　
ハ
ル
ト
プ
ラ
イ
ズ

本学学生チームが
地域予選優勝

日本勢初

淡
水
魚
の
養
殖

ビ
ジ
ネ
ス
を
提
案

７月 12日には学内で壮行会が行われた

多
方
面
か
ら
の

支
援
が
奏
功

壮行会での再現プレゼンテーション

ア
ク
ア
モ
ウ
メ
ン
バ
ー
と

テ
ィ
ラ
ピ
ア
（
同
チ
ー
ム
提
供
）

※総長選考会議とは

総
長
不
在
８
カ
月
超

総
長
選
考
会
議
、
文
科
相
へ

　

４
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た

「
ハ
ル
ト
プ
ラ
イ
ズ
」（
国
連
支

援
の
世
界
的
な
学
生
コ
ン
ペ
大

会
）
の
地
域
予
選
で
、
本
学
留

学
生
ら
の
学
生
チ
ー
ム
・
Ａ
ｑ
ｕ

ａ
ｍ
ｏ
ｕ（
ア
ク
ア
モ
ウ
）
が
日

本
勢
初
の
地
域
予
選
優
勝
を
果

た
し
た
。
国
連
本
部
で
９
月
に

行
わ
れ
る
本
選
出
場
を
か
け
、

同
チ
ー
ム
は
７
月
下
旬
か
ら
英

国
で
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ハ
ル
ト
プ
ラ
イ
ズ
は
国
連
が

提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
達
成
に
向
け
世

界
１
２
０
カ
国
以
上
の
大
学

生
・
大
学
院
生
が
起
業
ア
イ
デ

ア
を
競
う
世
界
最
大
規
模
の
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
。
国
連
が

正
式
に
支
援
し
、「
学
生
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
本

選
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
は
起

業
の
た
め
の
資
金
と
し
て
１
０

０
万
米
ド
ル
（
日
本
円
で
１
億

円
あ
ま
り
）
が
贈
ら
れ
る
。
大

会
で
は
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
が

与
え
ら
れ
、
今
回
の
テ
ー
マ
は

若
者
の
雇
用
問
題
だ
っ
た
。　

　

本
学
の
学
生
チ
ー
ム
・
ア
ク

名和豊春総長（昨年 11月）
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本
学
構
内
に
あ
る
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
北
海
道
大
学
店
は
７
月

24
日
、
開
店
か
ら
１
周
年
を
迎

え
た
。
昼
食
や
勉
強
な
ど
学
生

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用

さ
れ
て
い
る
同
店
の
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
や
今
後
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
。

　

同
店
は
一
般
的
な
コ
ン
ビ
ニ

と
は
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴

を
持
つ
。
店
舗
の
一
角
に
は
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
本
学
の
広
報
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
２
階
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
学
生
や
教
職
員

ら
の
ほ
か
、
観
光
客
の
利
用
も

見
ら
れ
る
。
２
階
に
は
他
に
、

屋
外
テ
ラ
ス
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
テ
ラ
ス
で
は
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
（
ジ
ン
パ
）
を

行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

同
店
は
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

の
中
で
も
北
大
店
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
と
い

う
。
例
え
ば
今
年
は
、
本
学
と

の
コ
ラ
ボ
商
品
と
し
て
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
を
刻
印
し
た
「
北
大
ど

ら
焼
き
」
を
開
発
し
、
現
在
北

大
店
限
定
で
販
売
し
て
い
る
。

本
学
百
年
記
念
会
館
内
に
あ
る

カ
フ
ェ
、
北
大
マ
ル
シ
ェ
が
開

発
し
た
商
品
の
取
り
扱
い
も
開

始
。
本
学
農
場
の
牛
か
ら
絞
ら

れ
た
ミ
ル
ク
を
使
っ
た
ク
ッ

キ
ー
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
７

月
か
ら
取
り
揃
え
て
い
る
。

　

同
店
で
は
ほ
か
に
も
、
特
に

学
生
や
教
員
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
学
生
の

利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
テ
ス

ト
期
間
に
は
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン

ク
の
数
と
種
類
を
増
や
す
な
ど
、

学
生
の
需
要
に
合
わ
せ
て
商
品

を
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
、
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
は
24
時
間
営
業
で
な
い

店
舗
も
多
い
中
で
、
北
大
店
は

24
時
間
営
業
し
て
い
る
。
こ
れ

は
深
夜
に
研
究
を
し
て
い
る
学

生
や
教
員
に
向
け
た
も
の
だ
。

　

同
店
２
階
の
屋
外
テ
ラ
ス
で

行
え
る
ジ
ン
パ
は
、
月
間
１
８

０
人
ほ
ど
の
利
用
が
あ
る
。
ジ

ン
パ
の
予
約
は
現
在
店
頭
の
み

と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
を
可

能
に
す
る
予
定
。
今
以
上
に
手

軽
に
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
。

　

セ
コ
マ
の
上
村
万
里
菜
さ
ん

は
「
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
商
品

な
ど
、
希
望
を
ぜ
ひ
意
見
箱
を

通
し
て
伝
え
て
ほ
し
い
。
前
向

き
に
検
討
し
、
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
店
舗
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

本
学
は
７
月
１
日
、
施
設
内
の
喫
煙
室

を
廃
止
し
、
屋
外
に
新
た
に
喫
煙
所
を
設

け
た
。
改
正
健
康
増
進
法
が
同
日
よ
り
一

部
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
措
置
。
ま
た
、

３
年
後
の
２
０
２
２
年
７
月
に
は
屋
外
含

め
全
面
禁
煙
と
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。

　

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
）
の
人

気
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
で
、
現
在
は
同
局
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
藤

村
忠
寿
（
た
だ
ひ
さ
）
氏
（
本
学
法
学
部

卒
業
生
）
が
７
月
２
日
、
本
学
総
合
博
物

館
内
で
講
演
し
た
。
同
氏
は
自
身
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
持

ち
前
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
メ
デ
ィ
ア
や

　
　
　
　
　
　
　
　

組
織
に
対
す
る
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　

を
語
り
、
集
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
や
関
係
者
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　

次
々
と
繰
り
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
「
藤
村
節
」
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　

に
盛
り
上
が
り
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　

せ
た
。

　　

本
学
総
合
博
物
館
の
江
田
真
毅
准
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ペ
ル
ー
の
世
界

遺
産
「
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
」
に
描
か
れ
た

ペ
リ
カ
ン
類
な
ど
の
鳥
を
鳥
類
学
の
観
点

か
ら
初
め
て
同
定
（
生
物
の
分
類
学
上
の

所
属
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
）
し
た
。

ま
た
、
従
来
「
コ
ン
ド
ル
」
や
「
フ
ラ
ミ

ン
ゴ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
絵
は
、
そ

の
形
態
的
特
徴
か
ら
、
そ
れ
ら
の
分
類
群

に
該
当
し
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

本
学
と
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）、
札
幌
市
は 

７
月
24
日
、Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
を
高
度
に
活
用
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
ニ
ト
リ
Ｈ
Ｄ
や
市
が
保
有
す
る

デ
ー
タ
を
本
学
で
の
研
究
・
教
育
に
活

用
し
た
り
、
次
世
代
を
担
う
小
中
高
生
な

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
に 

Ｉ
Ｔ 

に
触
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
機
会
を
提
供
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

り
し
て
、
人
口
減
少
、

　
　
　
　
　
　
　
　

少
子
化
な
ど
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　

課
題
の
解
決
に
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　

げ
る
。
協
定
の
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　

は
２
０
２
４
年
度
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

で
の
予
定
。

　

北
海
道
の
農
や
食
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
「
北
大
マ
ル
シ
ェ
」
が

17
・
18
日
の
２
日
間
、
本
学
農
学
部
前

に
て
開
催
さ
れ
た
。
食
品
の
販
売
、
展
示

な
ど
を
40
以
上
の
ブ
ー
ス
で
実
施
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
９
月
６
日
に
発

　
　
　
　
　
　
　
　

生
し
た
北
海
道
胆
振

　
　
　
　
　
　
　
　

東
部
地
震
で
被
災
し

　
　
　
　
　
　
　
　

た
厚
真
町
の
農
家
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
が
対
談
す
る
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ク
企
画
も
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

た
。

ペリカン類と同定できた地上絵
（江田真毅准教授提供）

　

昨
年
７
月
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
北
海
道
大
学
店
開
店
以
後
、

近
隣
の
生
協
店
舗
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
生
じ
た
。
北
大
生

協
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
き
た
の
か
。

　

セ
コ
マ
北
大
店
の
す
ぐ
向
か

い
に
立
地
す
る
生
協
の
中
央
購

買
で
は
、
客
数
が
半
減
し
た
と

い
う
。
だ
が
、
セ
コ
マ
開
店
が

生
協
店
舗
に
も
た
ら
し
た
の
は
、

デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
い
。

も
と
も
と
中
央
購
買
だ
け
で
は

店
舗
付
近
の
理
学
部
や
文
系
学

部
の
学
生
ら
を
は
じ
め
と
す
る

需
要
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
。
生
協
利
用
者
か
ら
は
、

セ
コ
マ
開
店
の
お
か
げ
で
同
購

買
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
た
と
の

喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
中
央
購
買
と
同

じ
建
物
内
に
店
舗
を
構
え
る

「
コ
ッ
プ
パ
ン
」
で
は
、
同
建
物

の
混
雑
緩
和
に
よ
り
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
と
の
理
由
か
ら
、

セ
コ
マ
開
店
以
後
、
売
り
上
げ

が
向
上
し
た
模
様
だ
。

　

セ
コ
マ
開
店
以
後
、
同
購
買

に
お
い
て
は
、
客
数
減
に
よ
り

飲
料
や
食
品
の
販
売
数
が
減
っ

た
。
こ
れ
は
セ
コ
マ
開
店
に

よ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
の
役
割
が
セ

コ
マ
と
生
協
と
に
分
散
さ
れ
た

た
め
と
い
う
。
そ
れ
に
伴
い
、

同
購
買
で
は
品
揃
え
を
見
直
し
、

売
れ
筋
商
品
の
販
売
に
注
力
。

観
光
客
の
増
加
な
ど
で
北
大

グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
は
好
調
だ
。

　

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た

の
は
中
央
購
買
だ
け
で
は
な
い
。

も
と
も
と
同
購
買
に
お
け
る
、

昼
の
混
雑
緩
和
の
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
文
系
棟
ス
モ
ー
ル

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
セ
コ
マ
開
店

に
よ
っ
て
そ
の
役
割
が
小
さ
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
従
来
は
昼

の
ピ
ー
ク
時
間
が
終
わ
る
午
後

１
時
ま
で
の
営
業
で
あ
っ
た
が
、

午
後
２
時
45
分
ま
で
営
業
時
間

を
延
長
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
役
割
の
変
化
を
踏
ま
え
、

今
後
は
弁
当
な
ど
の
み
な
ら
ず
、

お
菓
子
な
ど
の
販
売
も
増
や
し

て
い
く
と
い
う
。

　
「
生
協
は
組
合
員
み
ん
な
が
つ

く
る
お
店
」
と
話
す
の
は
北
大

生
協
の
本
間
寛
さ
ん
。
セ
コ
マ

開
店
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
皆
の
意
見

を
反
映
さ
せ
ら
れ
る
の
が
生
協

の
特
徴
だ
と
い
う
。

セコマ北大店
オープンから１年

セ
コ
マ
北
大
店

独
自
の
取
り
組
み
と
今
後

セ
コ
マ
開
店
に
よ
り

　
　
　
　  

生
協
に
も
変
化

同
店
に
つ
い
て
同
店
の
取
り
組
み

今
後
は
？

分
散
で
混
雑
緩
和

生
協
の
変
化

ニ
ュ
ー
ス
D
I
G
E
S
T

喫
煙
室
廃
止
で
屋
外
に
喫
煙
所

３
年
後
に
全
面
禁
煙
も
検
討

７/１
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
藤
村
氏

母
校
で
メ
デ
ィ
ア
や
組
織
を
語
る

７/２
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
の
鳥
を
初
同
定

総
合
博
物
館
の
江
田
准
教
授
ら

７/17

ニ
ト
リ
、
札
幌
市
と
連
携
協
定
締
結

高
度
な 

I
T 

人
材
の
育
成
目
指
す

７/24
被
災
地
農
家
と
の
ト
ー
ク
企
画
も

北
大
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
９
開
催

8/17・18

中
央
購
買
が
入
る
建
物

ジ
ン
パ
も
で
き
る
屋
外
テ
ラ
ス
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今
や
全
国
有
数
の
入
園
者
数
を

誇
る
旭
山
動
物
園
（
旭
川
市
）
に

も
苦
難
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
入
園

者
数
減
少
に
よ
る
閉
園
の
危
機
の

中
、
画
期
的
な
展
示
方
法
の
開
発

な
ど
で
旭
山
動
物
園
ブ
ー
ム
に
火

を
つ
け
た
仕
掛
人
が
本
学
獣
医
学

部
卒
業
生
の
小
菅
正
夫
さ
ん
（
同

園
前
園
長
）
だ
。
北
大
人
に
聞
く

第
６
回
で
は
そ
ん
な
小
菅
さ
ん
に

生
い
立
ち
か
ら
学
生
生
活
、
動
物

園
復
活
ま
で
の
道
の
り
を
聞
い
た
。

　　

小
菅
さ
ん
は
札
幌
生
ま
れ
。
子

ど
も
の
こ
ろ
は
弱
虫
で
気
が
小
さ

か
っ
た
。
泣
い
て
家
に
帰
る
こ
と

も
あ
り
、
父
親
に
「（
け
ん
か

に
）
勝
っ
て
帰
っ
て
こ
い
」
と
励

ま
さ
れ
る
よ
う
な
子
ど
も
だ
っ
た
。

　

　

中
学
１
年
生
の
時
、
今
後
の
人

生
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
柔
道

に
出
合
っ
た
。
柔
道
部
に
途
中
で

入
部
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
大
会
が

近
く
、
３
日
間
し
か
稽
古
を
し
て

い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
試
合
に
出

場
す
る
こ
と
に
。
案
の
定
３
秒
で

投
げ
ら
れ
敗
北
。
そ
の
時
悔
し
さ

を
感
じ
た
小
菅
さ
ん
は
柔
道
を
一

生
懸
命
続
け
て
い
こ
う
と
決
意
し

た
。

　

中
学
卒
業
後
は
札
幌
南
高
校
に

進
学
。
柔
道
部
で
活
動
す
る
傍
ら
、

レ
ス
リ
ン
グ
や
ラ
グ
ビ
ー
、
応
援

団
の
各
部
に
も
所
属
し
、
多
忙
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

柔
道
で
は
高
校
２
年
生
の
時
、

札
幌
圏
の
新
人
戦
で
準
優
勝
し
、

「
も
っ
と
強
く
な
れ
る
の
で

は
？
」
と
思
っ
た
。
そ
う
し
て
行

き
つ
い
た
の
が
本
学
柔
道
部
だ
。

高
校
２
年
生
の
後
半
か
ら
週
に
２
、

３
日
ほ
ど
本
学
で
の
稽
古
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
強
い
大
学
生
相

手
に
稽
古
に
取
り
組
ん
だ
。

　

稽
古
が
終
わ
る
と
へ
と
へ
と
で

つ
ら
か
っ
た
も
の
の
、
一
種
の
気

持
ち
よ
さ
を
感
じ
て
い
た
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
本
学
柔
道
部
に
入

部
し
、
旧
帝
国
大
学
間
で
争
う
七

帝
戦
（
七
大
戦
）
で
優
勝
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
。

　　

柔
道
に
注
力
し
て
い
た
小
菅
さ

ん
は
２
年
間
の
浪
人
生
活
を
経
て

本
学
に
入
学
。
柔
道
部
の
先
輩
か

ら
は
「
よ
く
こ
ん
な
に
（
入
試

に
）
落
ち
た
な
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
。

　

当
時
は
現
在
の
総
合
入
試
制
度

と
同
様
、
入
学
時
に
学
部
を
決
め

ず
２
年
生
で
学
部
選
択
が
あ
っ
た
。

　

小
菅
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
か

ら
生
き
物
が
好
き
で
、
ま
ず
は
理

学
部
や
農
学
部
を
見
学
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
２
学
部
に
は
興
味
を

ひ
か
れ
ず
、
最
後
に
見
学
し
た
獣

医
学
部
で
馬
の
手
術
を
見
て
感
動
。

獣
医
学
の
道
へ
進
む
こ
と
に
し
た
。

　

部
活
動
で
は
、
柔
道
部
へ
の
入

部
を
果
た
し
、
３
年
生
の
七
帝
戦

後
に
は
主
将
に
指
名
さ
れ
た
。
当

時
の
同
部
は
七
帝
戦
で
最
下
位
。

他
大
学
の
選
手
を
分
析
し
、
歯
が

立
た
な
い
と
み
た
小
菅
さ
ん
は
、

「
引
き
分
け
戦
術
」
を
考
案
し
た
。

　

七
帝
戦
で
は
15
人
勝
ち
抜
き
の

団
体
戦
が
行
わ
れ
る
。
小
菅
さ
ん

が
考
え
た
の
は
全
員
が
粘
っ
て
引

き
分
け
に
持
ち
込
み
、
代
表
戦

（
延
長
戦
）
で
も
引
き
分
け
、
相

手
が
最
後
に
気
疲
れ
し
た
時
に
勝

負
を
か
け
る
と
い
う
戦
術
だ
。

　

そ
う
し
て
主
将
と
し
て
迎
え
た

４
年
生
の
時
の
七
帝
戦
で
は
、
１
、

２
回
戦
と
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
引
き
分
け
続
き
で

部
員
は
疲
労
困
憊
。
決
勝
で
は
京

都
大
と
戦
っ
た
が
、
最
後
の
15
人

目
が
抑
え
込
ま
れ
、
優
勝
を
逃
し

た
。
入
学
前
か
ら
優
勝
を
目
指
し

て
お
り
、
こ
の
大
会
に
膝
の
ケ
ガ

を
抱
え
て
ま
で
出
場
し
て
い
た
小

菅
さ
ん
に
と
っ
て
「
自
分
が
自
分

で
な
く
な
る
瞬
間
」
だ
っ
た
。

　

獣
医
学
部
で
も
挫
折
が
。
３
年

生
の
は
じ
め
ご
ろ
、
繁
殖
の
実
習

で
、
牛
の
肛
門
に
腕
を
入
れ
る
直

腸
検
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
柔
道

で
鍛
え
た
腕
に
筋
肉
が
付
き
す
ぎ

て
い
た
た
め
だ
。
通
常
肩
ま
で
入

れ
る
と
こ
ろ
、
肘
ま
で
し
か
入
ら

ず
、
そ
れ
以
上
入
れ
よ
う
と
す
る

と
、
牛
が
鳴
い
て
暴
れ
た
。
同
級

生
で
も
直
腸
検
査
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
小
菅
さ
ん
だ
け
だ
っ
た
と

い
う
。

　

馬
だ
と
腕
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
田
舎
の
の
ど
か
な
牧
場

で
牛
の
相
手
を
す
る
獣
医
師
を
思

い
描
い
て
い
た
小
菅
さ
ん
の
人
生

設
計
は
こ
こ
で
崩
れ
た
。

　

４
年
生
の
夏
の
七
帝
戦
が
終

わ
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
放
浪
し
た
。

８
月
末
に
北
海
道
に
戻
っ
た
が
、

柔
道
に
力
を
入
れ
て
い
た
あ
ま
り
、

出
席
数
が
足
り
ず
、
留
年
の
危
機
。

そ
れ
で
も
、
先
生
に
放
課
後
、
特

別
に
実
習
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
で

何
と
か
卒
業
（
当
時
の
獣
医
学
部

は
４
年
制
）
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

就
職
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

研
究
生
と
し
て
大
学
に
残
る
こ
と

も
考
え
て
い
た
が
卒
業
直
前
の
３

月
、
獣
医
学
部
棟
内
の
求
人
掲
示

板
で
偶
然
旭
山
動
物
園
の
張
り
紙

を
見
つ
け
、
応
募
を
決
め
た
。

　

卒
業
式
と
同
じ
日
に
試
験
を
受

け
合
格
。
就
職
担
当
の
先
生
に
は

「
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
３
年
は

戻
っ
て
く
る
な
」
と
背
中
を
押
さ

れ
た
。

　

１
９
７
３
年
に
旭
山
動
物
園
に

入
っ
て
か
ら
は
、
地
元
の
動
物
を

中
心
に
、
ま
だ
繁
殖
に
成
功
し
て

い
な
い
動
物
の
繁
殖
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
鳥
類
の

性
別
判
定
方
法
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
数
々
の
困
難
も
経
験
。
そ
ん
な

時
、
い
つ
も
助
け
舟
を
出
し
て
く

れ
た
の
が
母
校
で
あ
る
本
学
だ
っ

た
。

　

ス
カ
ン
ク
の
臭
腺
を
除
去
す
る

手
術
を
実
演
し
て
教
え
た
り
、
動

物
園
に
近
い
旭
川
医
科
大
の
先
生

を
紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
本
学

獣
医
学
部
の
教
員
ら
は
O
B
で
あ

る
小
菅
さ
ん
を
支
援
。
小
菅
さ
ん

の
努
力
や
周
囲
の
助
け
が
奏
功
し
、

国
内
で
初
め
て
繁
殖
に
成
功
す
る

と
贈
ら
れ
る
「
繁
殖
賞
」
を
、
旭

山
動
物
園
は
小
菅
さ
ん
が
退
職
す

る
ま
で
に
20
回
受
賞
し
た
。

　

小
菅
さ
ん
は
「
卒
業
生
を
助
け

て
く
れ
る
こ
ん
な
大
学
は
、
ほ
か

に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
北
大
獣

医
学
部
に
は
恩
義
を
感
じ
て
い

る
」
と
話
す
。

　

小
菅
さ
ん
ら
が
数
々
の
繁
殖
に

成
功
す
る
一
方
で
、
動
物
園
は
入

園
者
数
減
少
の
危
機
を
迎
え
て
い

た
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
台
頭
し
、

「
家
族
連
れ
で
行
け
る
唯
一
の
娯

楽
」（
小
菅
さ
ん
）
だ
っ
た
動
物

園
か
ら
は
客
足
が
遠
の
い
て
い
た
。

旭
山
動
物
園
の
入
園
者
数
は
79
年

度
の
55
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
。

83
年
度
に
当
時
の
ト
レ
ン
ド
だ
っ

た
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
導
入

し
テ
コ
入
れ
を
図
る
も
、
根
本
的

な
解
決
に
は
至
ら
ず
87
年
度
に
は

50
万
人
を
切
っ
た
。

　

そ
ん
な
最
中
、
小
菅
さ
ん
は
86

年
、
飼
育
係
長
に
就
任
し
た
。
辞

令
交
付
式
で
旭
川
市
の
担
当
者
に

言
わ
れ
た
の
は
「
こ
れ
で
終
わ
り

だ
ね
」
と
い
う
言
葉
。
寝
耳
に
水

だ
っ
た
。
今
ま
で
経
営
に
携
わ
っ

て
お
ら
ず
、
ま
さ
か
動
物
園
が
な

く
な
る
と
は
考
え
も
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
繁
殖
の
実

績
を
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
市
に

怒
り
が
こ
み
上
げ
た
。

　

そ
こ
か
ら
復
活
劇
は
始
ま
る
。

（
続
き
は
個
別
記
事
ペ
ー
ジ
で
）

柔
道
と
の
出
合
い

２
つ
の
挫
折

獣
医
学
部
に
恩
義

動
物
園
は
経
営
難

北
大
人
に
聞
く　
第
６
回

旭
山
動
物
園
「
奇
跡
の
復
活
」
立
役
者

小
菅
正
夫
さ
ん
（
獣
医
学
部
卒
業
生
）

１９４８年、札幌市生まれ。73年に本学獣医学部を卒業後、

旭山動物園に就職。飼育係長、副園長を経て 95 年に園長

に。２０１０年に同園を退職。現在は本学客員教授を務

めているほか、環境省中央環境審議会臨時委員、円山動

物園（札幌市）のアドバイザーとして活躍。著書に「『旭

山動物園』革命」など多数。

＜小菅正夫さんプロフィール＞

情報求む

北
大
の
３
年
生
の
頃
（
小
菅
さ
ん
提
供
）

就職してからは動物の繁殖に注力した
　　　　　　　　　　（小菅さん提供）

話題の学生・教員、ユニークな取り組み――
北大に関するあらゆる情報を募集しています
メール⇒hokudaishinbun@gmail.comまたはウェブサイトの contact へ ※いただいた情報を活用できない場合もあります

季　節
　　の
一　枚

北海道の短い夏はもうすぐ

終わりを迎えます。木漏れ

日の光とともに、夏の風景

をまぶたに焼き付けて。
photo by 北海道大学新聞編集部・桜井貴文

【キャプション】

一般書    書名    著者名    出版社

1 北海道大学もうひとつのキャンパスマップ 北大ＡＣＭプロジェクト 寿郎社

2 クジラアタマの王様 伊坂幸太郎 ＮＨＫ出版

3 三体 劉慈欣 早川書房

4 新北海道の花 梅沢俊 北海道大学出版会

5 数学ガールの秘密ノート／ビットとバイナリー 結城浩 ＳＢクリエイティブ

6 年表昭和・平成史 中村政則 岩波書店

7 闘わなければ社会は壊れる 今野晴貴 岩波書店

8 ころべばいいのに ヨシタケシンスケ ブロンズ新社

9 ＦＡＣＴＦＵＬＮＥＳＳ ハンス・ロスリング 日経ＢＰ社

10 「大家さんと僕」と僕 矢部太郎 新潮社

文庫    書名    著者名    出版社

1 いまさら翼といわれても 米澤穂信 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

2 何様 朝井リョウ 新潮社

3 人間失格 太宰治 新潮社

4 小説天気の子 新海誠 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

5 蜜蜂と遠雷　上下 恩田陸 幻冬舎

新書    書名    著者名    出版社

1 読書する人だけがたどり着ける場所 齋藤孝（教育学） ＳＢクリエイティブ

2 歴史戦と思想戦 山崎雅弘 集英社

3 未来の地図帳 河合雅司 講談社

4 新聞記者 望月衣塑子 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

5 海外で研究者になる 増田直紀 中央公論新社

北
大
生
協
書
籍
部
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ
（
７
月
）

※

ク
ラ
ー
ク
店
と
北
部
店
の
合
計

一
般
書
は
マ
ン
ガ
、
教
科
書
を
除
く


